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第６回議会の議員及び農業委員会の委員の任期等検討小委員会 

                       と き：平成１６年５月１４日（金） 

                       ところ：村岡町民センター 

 

１ 開  会   

２ 委員長挨拶 

３ 会議録署名委員の指名 

４ 議  題 

  協議事項 

   協議第２号 （継続）議会の議員の任期等について 

５ その他 

６ 閉  会 

 

○藤原事務局長 皆様、こんにちは。大変お忙しい中、御参集いただきまして、誠にあり

がとうございます。それでは、定刻になりましたので、石垣委員長の方から開会宣言と合

わせて御挨拶を頂戴したいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

○石垣委員長 皆さん、御苦労さんです。 

 きょうはきのうと違って五月晴れの非常にさわやかな日になりました。 

 第６回の議会の議員及び農業委員会の委員の任期等検討小委員会を開催させていただき

ました。お繰り合わせ御出席いただきまして、ありがとうございます。前回の小委員会で

いろいろと御意見、皆さん方から出していただきまして、あらかたの御意見はお聞きした

というふうに思っております。きょうは最後の取りまとめができればという思いをしてお

りますので、ひとつよろしくお願いしたいと思います。 

 きょうは香住町の村瀬委員と中村委員が御欠席でございますので、報告をしておきます。 

 それではただいまから開催いたしますが、会議録署名委員の指名につきまして、運営規

程第４条第２項の規定に基づき、村岡町の三好忠男委員、香住町、伊藤誠委員を指名いた

しますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、議事に入りたいと思いますが、前回からの継続になっております協議第２号、

議会の議員の任期等についてを議題といたします。 
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 前回、各委員がそれぞれ意見を述べていただきまして、集約いたしまして第７回協議会

で私の方から報告させていただき、承認をいただきたいところでありますが、その内容を

念のため確認しましてから、本日の協議をお願いしたいと思います。 

 それでは、まず第１番目でございますけれども、合併特例法によります任期特例は適用

しないで、原則として合併後５０日以内の設置選挙を行うことで理解していただけるので

はないかとの共通した意見が述べられたところでございます。しかし、前回の全体の協議

会の席で、美方町の吉田委員さんから、美方町の議会の少数意見としてという発言がござ

いました。それにつきまして、私の方も当日、その少数意見は香住でありました御意見の

中で、確かにお聞きしておりますということも答弁させていただきまして、次回の小委員

会で皆さん方の意見等をまとめさせていただきますということにしておりますが、それに

つきまして御意見がございましたら出していただければなというふうに思います。 

 はい。 

 

○中村（治）委員 美方町の中村です。在任特例に関しましては、私も前回並びに前々回、

これを適用せずに５０日以内の首長との同時選挙というふうに申し上げてまいりました。

しかしながら、１つだけ気になることがございます。それは構成３町の１７年度持ち寄り

予算を調整し、本予算を編成する過程におきまして、歳入に過大見積もりが存在するとき

に、客観的な見地から、誰が、どの時点で、どのようにチェックをするのか、また、年度

中途におきまして、歳入欠陥が明らかとなった特定構成町の事業費等に対して、どのよう

な対応をしていくのか、一定のルールを定めておく必要があろうかと思うわけでございま

す。見解をお伺いしたいと思います。このことにつきましては、もしも意識する、しない

にかかわらず、表現は悪いと思いますけれども、空財源を持って予算編成した特定の構成

町がもしある場合、歳入欠陥を構成町全体の事業費等で調整する不合理を解消するために

提起させていただくものでございますので、その辺の見解について御教授を賜りたいと存

じます。 

 

○石垣委員長 ただいまの中村委員の御発言、いずれ事務局の方の見解等につきまして述

べていただきます。 

 それから、引き続いてでありますけども、それ以外のことにつきましても、一応、前回

の整理したものをちょっと申し上げていきたいというふうに思いますので。 
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 それからもう一つ、次に、定数につきましては１８ないし２６人の範囲内で、類似団体

と比較した規模や激変緩和の観点からの意見も述べられたところでありまして、その時点

で、他の先進地で激変緩和の対応した事例があればというようなことを、前回で継続とい

いますか、事務局の方でわかる範囲内であれば報告していただくと。 

 それから、最後に選挙区でございますけども、新町１つの大選挙区が望ましいという意

見と、合併後、１期に限り旧町単位の選挙区を導入すべきという意見も出されたと。選挙

区の定数配分の先進事例等はそういうことで、きょう資料としてちょっと用意して、事務

局の方で説明をしていただくことにしております。 

 それでは、先程中村委員からの発言につきまして、事務局の方、何か答弁がありました

らよろしくお願いします。 

 

○藤原事務局長 ただいま中村委員さんの方から１７年度の予算編成に当たっての関係で

御質問がございました。現在、財政計画を策定中でございますけれども、それの基本にな

りますのが、３町が合併しないで、今後、どう財政運営が考えられるかということで、そ

れの１５年分を一応出していただきました。合併協として最終的な財政計画の内容は、そ

れにさらに事務局として、この合併に関する関係を加味して、最終的な財政計画をつくる

ことになるわけでございますけれども、そういったことから考えますと、当然、１７年度

に各町にとりあえず予算を策定していただきます内容については、当初、出していただい

た現在の１７年度分に相当する予算の範囲内での予算内容ということになろうかというふ

うに思っております。そういった中で、合併ということになりますと、新しい町長が決ま

りますまでの間の何カ月間の関係につきましては、経常経費中心の暫定的な予算にならざ

るを得ないと。ただ、内容的に継続事業については、若干、含まれる部分もあろうかと思

いますけれども、基本的には経常経費の暫定予算になるんではないかというふうな考え方

をしております。 

 

○石垣委員長 どうぞ。 

 

○中村（治）委員 美方町の中村です。そのことは十分承知をしているつもりでございま

す。その中で、どうしても暫定予算を組むにしても本予算を組むにしても、３町合わせた

一括予算ということは多分無理であろうと思うわけです。ですから、各町が従来どおりの
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いわゆる予算編成をして、その中から経常経費、義務的経費、それから継続事業、災害が

あれば災害復旧事業費等を中心に暫定予算を組むと。それで５月の臨時会なのか、６月定

例会に、それに投資的経費等を加えた本予算を編成して上程していくということになろう

かと思うんですけども、その各町の従来どおりの予算、これを編成する段階で、歳入のい

わゆる超過見積もりと申しますか、加重見積もりと申しますか、これが例えばの話ですけ

ども、地方財政計画において交付税が１％の減にもかかわらず、例えば３％、これは仮の

話ですけども３％プラスの予算編成をしたと。この場合、これは当然歳入欠陥を来すわけ

ですので、ある特定の町が歳入欠陥を生じたときに、この歳入欠陥に相当する部分を、い

わゆる３町全体の事業費等で調整をしていくという不合理を解消する手段を選ばなければ

ならないということで、その持ち寄り予算を合わせて編成する時点で、これは客観的な見

地から検証しないとまたおかしなことになりますので、客観的な見地から、誰がどの時期

にどのようにチェックするのかと。いわゆる本予算を上程するまでに、このことをお伺い

してるわけでございます。ですから、いわゆるある特定の町が歳入欠陥を生じた場合に、

当然事業費も削減しなければいけないわけですから、これを全体で削減するということは

不合理があると。だから、その特定の町の事業費等から削減していただくと。このルール

づくりが必要じゃないかという質問をしているわけでございます。 

 

○石垣委員長 それに対しまして、事務局の方から説明していただきます。 

 

○藤原事務局長 予算の総額的、歳入の総額ですとか歳出の総額、その関係につきまして、

先程申し上げましたように、現在の財政計画を作るもとの資料として各町のものをいただ

いておりますので、それを基本にしないと１７年度合併後、初年度から狂ってくるという

格好になりますから、計画が何の計画であったかというようなことになるというふうに思

います。具体的に地方交付税等の話が出ましたけれども、それは、今、各町で出していた

だきました、そのものについては、もう既に財政計画をつくる大前提として、平成１６年

から６．５％の減額については、当然織り込み済みでございますし、１１年目からの合併

算定替えの減額についても、織り込み済みの上で、各町で出していただいておりますので、

歳入については、今日まで出していただいたものがもとになるだろうというふうな考え方

をさせていただいております。ただ、各町でつくっていただきますのが、当然、現在の町

長さんでつくっていただくわけですから、その段階においては、その町の議員さんの意向
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といいますか、意見も十分反映することも可能だというふうに思いますから、予算策定と

しましては、大体考えますと、１０月の終わりから１１月頃、毎年かかろうかと思います

が、合併が３月ということになりますと、それまでに、それぞれの町の議員さんの御意向

を十分酌み取った予算をつくることも可能だというふうに考えておりますけども。 

 

○石垣委員長 どうぞ。 

 

○中村（治）委員 美方町の中村です。各町の現行議員のいわゆる役割と、一番重要な役

割とその時期については、３月の香住町での本委員会で私も述べさせていただいたつもり

でございます。そのことも理解しております。ただし、まだ１１、１２月ってのは地財計

画も発表されてない段階ですので、今、例えばの話ですけども、交付税の場合ですと、１

つには多分同じレベルでの増減の歳入見積もりをされると思うんですけども、もしもの場

合のことを、今、言ってるわけですので、もしも特定の町がいわゆる歳入欠陥を生じた場

合、これを全体で調整するのか、特定の町の事業費等で調整するのか、この辺が一番気に

なるところですので、その辺を今、確認をさせていただきたいというものでございます。 

 

○石垣委員長 ちょっと休憩させてもらいます。 

 

                 〔休  憩〕 

 

○石垣委員長 再開に移らせていただきます。 

 事務局の方から答弁いたします。 

 

○藤原事務局長 長時間申しわけございませんでした。各町が予算を持ち寄って新町の１

つの予算になるわけでございますけれども、その中で、ある町の予算が歳入欠陥を来すよ

うな内容のものであったらということかと思いますけれども、先程もちょっと説明不足の

中で申し上げたかもわからんですけれども、現在、財政計画を策定する段階で、３町共通

認識の上で、一定条件に基づいた内容のものを提出していただいております。従いまして、

合併初年度の１７年度の各町の予算編成に当たっては、現在出していただいております計

画に沿った形の内容のものを出していただくということにならないと、財政計画が初年度
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から崩れてくるということになろうかと思っております。なお、年度途中に歳入欠陥を起

こすような場合、来すような場合というのが、いろんなことが想定されますけれども、歳

入欠陥を起こした原因となる事業が不採択、例えば起債等の関係もありますし、いろんな

財源的な関係で事業ができない場合は、じゃあその事業をやめたらいいかということにな

ろうかと思いますが、最終的には首長さんの政策的な判断で、その辺の財源調整といいま

すか、事業の調整はされるだろうというような事務局としては考えを持っております。 

 

○石垣委員長 以上の答弁で納得できましたか。なかなか大変難しい問題だろうというふ

うに思いますけども、新年度に入ってから、新しい首長が決まってからの問題ですので、

今の事務局の答弁ということでございます。 

 それ以外にどなたかございますか。 

 先程中村委員の発言は、在任特例と関連してということでの発言であろうというふうに

思っておりますので、そういうやり方でいけるんだという事務局の答弁だと思います。在

任特例に関して御意見がありますか。 

 在任特例の問題について御意見は他にないようですが、それで進めさせていただいてよ

ろしいですか。 

 それでは特に意見がないようですので、次に、定数と選挙区についての御意見をお願い

したいと思います。 

 それでは、本日、参考資料と出しておりますものがありますので、事務局の方から説明

していただきます。 

 

○藤原事務局長 それでは、２ページに本日の資料をつけさせていただいております。資

料は、まず最初の３町の現状ですけれども、これは１２年の３町の国調人口を上げており

ますけれども、定数を決めます際には下の方にちょっと関係の条文もつけております。特

に、公職選挙法１５条８項上の前段の分でございますけれども、議会の議員の定数は、人

口に比例して、条例で定めなければならないということでございますので、その基となる

国調人口を御用意させていただいたということでございます。 

 それから、２番目の関係でございますけれども、現在の町の区域ごとに選挙区というよ

うな意見が今日まで出ておりましたので、その中の意見が大体１８人から２６人の範囲内

でというような御意見がございました。従いまして、選挙区を設けて、それから定数を１
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８から２６人にした場合には原則に基づいた人口割ではこのようになりますというものを

つけさせていただいております。念のために括弧書きで少数以下第２位まで、第３位を四

捨五入しまして、第２位まで上げさせていただいております。これの基本的な考え方は、

人口を定数で割りまして、議員１人当たりの住民人口が出てきます。それを各町の人口ご

とに割りますと、例えば１８人ですと美方町の場合で２．０４、村岡町の場合は５．１３

という形になって、人口比例によって出す場合にはそういった考え方で出すようでござい

ます。ただ、この定数の決め方として、ただし書きのことがございまして、２行目にござ

いますけれども、ただし、特別の事情があるときは、概ね人口を基準とし、地域間の均衡

を考慮して定めることができるということになっております。従いまして、こういったこ

と等を考慮した御意見が今日までも、若干出てたんじゃないかというふうに思っておりま

す。さらに３行目の後段の方に、またということで、公職選挙法の施行令第９条の条文を

載せておりますけれども、これは廃置分合や境界変更があった場合、特別認められておる

内容でございまして、この場合には、人口に比例しないで定めることができるということ

になっております。これを適用して選挙区の定数を決めますと、条件が市町村の廃置分合

ということからすれば、１期限りの考え方かなという思いをいたしております。以上でご

ざいます。 

 

○石垣委員長 ただいま事務局長の方から資料の説明がありました。これにつきまして、

何か質疑ございますか。 

 どうぞ。 

 

○中村（治）委員 美方町の中村でございます。今、いわゆる選挙区を設けるという前提

での説明があったわけでございますけれども、前々回の香住町での本委員会で、私も、も

う、ただひたすらお願いをしたいということでお願いをして、選挙区、いわゆる公職選挙

法施行令９条適用についてお願いをしたいと、ひたすらお願いしたいということで申し上

げてまいったわけですけども、会議の進め方として、まず、その施行令９条適用を確認し

ていただけるのかどうかというところから始めていただければ大変ありがたいというふう

に思っております。 

 

○石垣委員長 御意見ありがとうございました。 
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 それでは、ただいま中村委員の発言のように、まず第１点は選挙区を設定するのか、大

選挙区といいますか、１町１選挙区でいくのか、その点を御意見をお聞かせいただきたい

というふうに思います。前回それぞれの委員さんからは意見は出していただいております

けども、さらに何か意見ございましたら、どうぞ出してください。 

 どうぞ、伊藤委員。 

 

○伊藤委員 香住町の伊藤です。今、選挙区の話が出ておるんですけどね、一番最初の合

併後５０日以内の選挙、この原則でいくということを前提に話が進んでおるというふうに

理解したらええんですね、これ。それは了解されてるとして。 

 

○石垣委員長 それは最終的には確認とりますけど、まだきっちりとは確認はとっており

ませんけども。 

 

○伊藤委員 だから、それを前提にして、今話が進んでいる。 

 

○石垣委員長 はい。 

 

○伊藤委員 わかりました。 

 

○石垣委員長 三好委員。 

 

○三好委員 今の出ております定数、それから選挙区という２つの問題があるんですが、

これはどちらが先になってというような順序というようなものは別にないんですか。定数

というものを決めて、その辺を、定数をどうするかという問題。あるいは逆に今言うよう

に、小選挙区にするのか、大選挙区にするのか、そういうのを決めといて定数を決めると

いう問題とも両方、どっちかなんですけれども、どっちがええんでしょう、その辺。定数

をまず決めといて、それをどうこうするという方がいいように思うんですけど、今のレジ

ュメの順序からいえば、定数を決めて選挙区をどうするかっていうような順序になってお

るように思うんですが、その点はどないでしょうか。 
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○石垣委員長 その辺、皆さん、御意見どうでしょう。 

 中村委員。 

 

○中村（治）委員 当然、三好委員のおっしゃったとおりだと思います。私が申し上げた

のは、まず選挙区については枠配といわゆる選挙区を設けるか設けないかと同時進行でな

しに、この選挙区に関しては１つずつ区切って確認をした上でお願いをしたいということ

ですので、当然、定数、それから在任特例から入るのが妥当じゃないかというふうに思い

ます。 

 

○石垣委員長 わかりました。 

 それでは、この協議の順序がそうなっておりますので、私の方のちょっと不手際という

ことにさせていただきます。順序の原則について、定数の取り扱いをどうするかというこ

とから決めたいと思います。御意見どうぞ。 

 この順序でいきますと、在任特例は（２）の方になっておりますけども、事務局の意見

では、在任特例を最初決めた方がええと。それから定数ということで、先程議事もそうい

う形で進めさせていただきましたけども。 

 そしたら在任特例の一応取り決めを決めさせていただきたいというふうに思います。在

任特例につきましては、中村委員から関連して予算執行の面での御意見が出ましたが、他

の委員さん、どうでしょうか。 

 井上委員。 

 

○井上（一）委員 前回のときも中村委員と同じように人口によらない選挙区をつくって

いただきたいということを申し上げました。理由につきましては、前回も申し上げました

ように、美方町においては人口も少ないですし、やってみにゃわからんということもある

んですけども、場合によっては議員の当選者がないという場合も、最悪の場合には想定さ

れるというようなこともありまして、人口によらない定数という形でお願いをしたいと思

います。以上です。 

 

○石垣委員長 今の井上委員の御発言は、次の合併特例の選挙区の御意見だろうというふ

うに思いますので。 
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 村岡の井上委員、どうぞ。 

 

○井上（源）委員 村岡の井上です。合併特例は使わないということで、大体、前回の委

員会でそういうふうな意見が出ておりましたと私は思います。そういった中で、先日、合

併協議会だよりというのが各３町の区民の皆さん方にお配りしていただきました。それを

見ますと、大体そういうことで合意になるのではないかという御理解がいただけるのでは

ないかというふうなことで、合併協議会だよりに載っております。そういうことも踏まえ

ながら、前回の会議の模様を反省しながら議長さん含めてそういう形で、議会の中でも十

分御審議をされたものが、そういう形で合併特例を使わないというふうな方向で進めてこ

られて今日になってるのじゃないかというふうに思いますので、私は特例は使わなくても

いいというふうに思います。 

 

○石垣委員長 前回の小委員会では確かにそういうことで皆さんの意見は大方統一された

というふうに私も理解しておりますけども、ただ、前回の全体の協議会のときに美方の吉

田委員から少数意見という発言があったために、ちょっとこの辺を発言させていただいと

るところです。従って、委員さん全員がもう決めておるんだからという御意見のように私

もとりますし、そういうことで確認してよろしいですか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

合併特例は適用しないで、原則として合併後５０日以内の設置選挙を行うということで

確認をさせていただきます。 

 それでは次に、定数の問題に入りたいと思います。定数につきましては、いろいろな御

意見の中で、類似団体ということから１８ないし２０というような御意見がほとんどであ

ったんじゃないかなというふうに。一部の議員からは２６人という最大の委員もございま

したけども、大方の委員は１８から２０の類似団体を考えたらどうかという御意見であっ

たというふうに記憶しております。それに対して御意見、最終的にそれでは何人にするの

かということになろうと思います。２０名という意見もかなりございましたけども、その

辺の御意見を出していただければというふうに思います。 

 前回のちょっと記録を、ずっと皆さん全員の方の発言の記録を今ちょっと見ますと、２
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０というのが大部分の声であったように記録しております。それにつきまして御意見ござ

いましたら、どうぞ出していただきたいというふうに思います。 

 どうぞ、岡田委員。 

 

○岡田委員 香住町の岡田です。前回、私は２６人でもいいんじゃないかなという意見を

出させていただきました。その後いろいろ資料をいただきながら見させていただいており

ますと、２６人にした場合の小選挙区制を使ったときの人数割なんかを見ますと、香住の

議員さん１６人おられるのが丸々１６人でありますし、後は美方町、村岡町がそれぞれマ

イナス９、マイナス９っていう、２６人の場合でいきますとそういうことになりますので、

これはちょっとあんまりよくないんじゃないかなというふうにも思いますので、そのあた

りを考えていきますと、やっぱり皆さんの言われる２０人ぐらいが香住にもちょうどふさ

わしいかななんて思ったりしておるところでございます。以上です。 

 

○石垣委員長 わかりました。 

 それでは、ただいま岡田委員からいろいろと、前回、柴崎委員からいろいろ資料を作っ

ていただいとって、１８人から２６人の委員の場合の各町の人口比例でいくとこうだと。

きょうの資料も全く同じ数値の資料を事務局の方から出していただいております。２６人

になると人数格差がますます大きくなるということを、柴崎委員も、前回、そういう説明

があったわけです。資料でもそうなっております。ほとんどの方が２０と。１８ないし２

０という方もありましたけども、そういうことですので、この辺で一応きちっと確認をと

ったらどうかなというふうな思いをしておりますけど、よろしいですか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

 それでは、前回もほとんどといいますか、きょうは村瀬委員がちょっと欠席ですので意

向はわかりませんけども、全員の方が１８ないし２０、もしくは２０ということで、２０

を母体としていろいろな議論が前回なされたということも考えまして、定数が２０という

ことでいかがでございましょうか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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 では、定数につきましては２０で確認ということでさせていただきたいと思います。 

 続きまして、選挙区の扱いにつきまして、先程美方の井上委員から御発言がありました

けども、それ以外の方で発言がありましたらどうぞ。 

 それと激変緩和といいますか、そういうようなことも含めて、先進地での扱いの資料も

ちょっと調べてくれというようなことで事務局の方でつくっております。そういうような

ことも含めて事務局の方からちょっと説明をしていただきます。 

 

○藤原事務局長 ３ページに、資料を１つだけの例を載せておりますけれども、このよう

な例は先進のところで幾つかございますけれども、代表ということで愛媛県の例を挙げさ

せていただいております。先程申し上げましたように、仮に選挙区を設けて定数を決めま

すときには、人口比例が原則になりますけれども、ここでは原則で人口比例案分しますと、

弓削町が８人、生名村ですか、４人、５人、１人、計１８人となりますが、備考欄に書い

ておりますように、各町村に１人を割り当て、残り１４人を人口比例したという例でござ

いまして、これを適用して調整いたしますと、弓削町の８人が７人、魚島村が人口比例で

いきますと１人でございますが、この考え方で調整しますと２人になるということで、２

町村間でプラス１、マイナス１という調整がなされたという結果になっております。従い

まして、これらも十分参考にしていただきながら、選挙区ごとの定数の決め方についても

御協議いただければというふうに考えております。 

 

○石垣委員長 ただいま事務局の方から先進事例ということで説明がございました。これ

らにつきまして御意見ございましたら、どうぞ出してください。 

 中村委員。 

 

○中村（治）委員 美方町の中村です。先程も委員長の方に会議の進め方としてお願いを

したわけですけども、会議の順序として、まず、施行令９条を適用していただけるかどう

かというところから議論をしていただければありがたいと。まず、そちらの方の確認をお

願いしたいというものでございます。それで、私も前々回の香住での本委員会で考え方を

申し述べさせていただいたわけですけども、もう一つ、確かに明確な論拠に基づく理論の

組み立ては非常に難しいわけでございます。 

 ただ、ひたすらお願いをするということになろうかと思いますけれども、もう一つの理
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由としましては、多分３町合併すると常任委員会が３つになる可能性があるということで、

できることなら美方町としても、それぞれの委員会に少なくとも１名ずつは加わっていた

だきたいというような思いもあるわけでございまして、それが選挙区選挙ということにな

りますと、立候補者の数いかんによってゼロになる可能性があるということでお願いをす

るものでございますので、何とかその辺を御理解賜りたいと存じます。 

 

○石垣委員長 十分わかっています。ただ、資料の説明ということで、事務局の方から定

数配分の話が出たもんですから、選挙区を設けるか設けないかということを、まず第一番

に決めてからの定数配分ということになるのは当然ですので、その辺の御意見出していた

だければというふうに思います。 

 どうぞ、水間委員。 

 

○水間委員 今、中村委員さんが言われましたとおり、私も小選挙区を設けていただいて、

美方町に議員さんがおられないというふうなことじゃなくて、やはり、ここの定数配分、

これから出てこようかと思いますけれども、小選挙区の中に何とかプラスができればとい

うふうな思いがいたしておりますので、小選挙区と人数配分を考慮していただきたいとい

う思いでございます。 

 

○石垣委員長 他の委員さん、どうでしょう。 

 小谷委員。 

 

○小谷委員 村岡町の小谷です。私は、前に大選挙区ということを言ったんですけれども、

１期だけは小選挙区でなかったら仕方がないんじゃないかなという思いがあります。でも、

将来的には大選挙区になってほしいなという思いがあります。 

 

○石垣委員長 選挙区を設けるのは特例として１期だけということが前提ですので、それ

を理解していただいて、意見を……。 

 ちょっと詳しい説明を事務局の方からします。 

 

○藤原事務局長 選挙区を設けることについては、公職選挙法で決められておりますので、
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それは設けようと思えばずっとでも設けることができるんですが、先程申し上げましたよ

うに、廃置分合のときの定数の決め方で、人口以外によらなくてもできるというようなこ

とがあります。中村委員が御質問されておりましたように、それを適用して選挙区を設け

るということになりますと１期だけということになりますので、その辺でお願いしたいと

思います。 

 それから選挙区の言葉の定義の関係で、前々回ですか、柴崎委員さんの方から日経の資

料をちょっと皆さんにいただいたわけでございますけれども、大選挙区、中選挙区、小選

挙区というのがありまして、今回議論されているのは、各町ごとの区域ということから考

えれば、中選挙区ということになろうかと思っておりますので、その辺で御理解をいただ

ければというふうに思っております。小選挙区ということになりますと、定数が１人とい

うことになりますので、その辺の御理解をいただきたいと思います。 

 

○石垣委員長 選挙区の表現の仕方も、今はっきり事務局の方から言ったとおりですので。 

 それではいろいろと前回の御意見等も踏まえ、本日の意見も踏まえて、一応１期だけの

選挙区設定ということで、皆さん御異議ございませんか。 

 どうぞ、井上委員。 

 

○井上（源）委員 村岡の井上です。非常に３町の合併については地形的に大きな違いが

あるということと、それから人口比率が非常に格差があるという形の中で、非常に発足す

るのに難しい、そういういろんな要因が残っております。そういった中で、今回の第１回

の５０日以内の選挙については中選挙区を生かして、そして、激変解消のためのそこらあ

たりも、皆さんで十分御審議をしていただく、そういうふうな上で２０人の定員をどうい

うふうにするかということを、真剣にやっぱり考えていき、これからの３町の取り組みの

中で、３町がどういうふうな方向で新しい町に向かって発展していくのかということを真

剣にとらえていく、そういった意味では、私、今、提案させてもらったこと、非常にこれ

は大事なことだと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

○石垣委員長 今の井上委員の発言も中選挙区といいますか、それを設けてという意見で

すし、皆さん、この中選挙区を１期に限り設定するということについては……。 

 御異議がないようですので……。ございますか。 
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 三好委員。 

 

○三好委員 ちょっと参考までにお聞きしたいと思います。先程事務局の方で説明のあり

ましたいわゆる中選挙区、いわゆる境界変更とかということによって、人口によらない配

分の場合は１期だということ。それから中選挙区制でありますと、このものが決められれ

ば、これはある程度持続するんだということの解釈でよろしいでしょうか、事務局長さん。 

 

○石垣委員長 事務局。 

 

○藤原事務局長 今の公職選挙法では先程申し上げましたように、選挙区を設けることが

可能でありますので、それは１期だけであろうとずっとであろうと、それは選挙区を設け

ることができます。ただ、公職選挙法の施行令の９条で言っておりますのは、廃置分合や

境界変更という一定のこの条件がついておりますので、これを適用しますと、やっぱり廃

置分合のあったときだけの１期ということになりますから、次の一般選挙からは大選挙区

になるという考え方でございます。 

 

○三好委員 確認だけしておくという意味で申し上げておりますので、今、申し上げます

ように中選挙区制、いわゆる施行令の９条の適用でなければ、中選挙区として将来とも定

数というものが、いわゆるそれぞれの区域で決められると。そして、いつの日にか、そう

いった時期が来れば、それを解消して全体の選挙区になるという解釈で確認させてもらっ

てよろしいですね、それで。 

 そうなりますと、先程出ておりますような形の中で、定数配分がこれから、もし、この

中選挙区制をするとした場合には、次に定数配分ということになろうかというふうに思う

んですが、そういった点で、やっぱり、ちょっと考えなきゃならない問題が出てくるかも

しれんなあという話も、実はしますので、ちょっと確認させていただきました。 

 

○石垣委員長 激変緩和の問題が一緒に入ってきた話の中で、そういう問題が発生したと

思いますけども。 

 それでは、一応選挙区といいますか、中選挙区を設けると。それは１期いかんは次の条

件で１期となると。だから、施行令の９条に適用するということが前提になれば、１期だ
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ということの御理解をお願いしたい。（発言する者あり）だから、次の市町村の廃置分合又

は境界変更があった場合においてはという、とりあえずこの問題でということで、前提と

した選挙区。（発言する者あり） 

 ちょっと休憩します。今、ちょっと事務局の方で相談しとりますで。 

 

                 〔休  憩〕 

 

○石垣委員長 再開いたします。 

 それでは、先程の見解を事務局の方から説明をしていただきます。 

 

○藤原事務局長 それでは、確認いただきますまでに考え方としましては、３ページちょ

っとご覧いただきたいと思うんですが、そこの調整内容の３、設置選挙に限り旧町村の区

域に選挙区を設ける、この３町合併協議会の場合の選挙区を設ける調整方針としましては、

設置選挙に限り旧町村の区域に選挙区を設ける、このことで後程御確認をいただきたいと

思います。以上でございます。 

 

○石垣委員長 今、説明があったとおりでございます。従いまして、選挙区を設けること

についての確認をとりたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

 それでは、第一段階として選挙区を設けると。設置選挙に限り、旧町村の区域に選挙区

を設けるということで確認してよろしいですか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

 では、そういうことで確認させていただきました。 

 続きまして、各選挙区ごとの定数につきまして御意見をいただきたいと思います。これ

につきましても、前回、香住の柴崎委員からの私案ということで御意見も出ておりますし、

ただいま資料の説明の中で、愛媛県の例を挙げました。これでちょっと計算したらどうな
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るかということで、例えばの、１つの例として事務局の方で発表していただきましょうか、

どうでしょう。よろしいですか。 

 それでは、先進事例に基づいた計算をしたらどうなるかということでお願いします。 

 

○藤原事務局長 それでは全体の定数を２０人としまして、各町に１人ずつを配分して、

残り１７名を人口で比例しますと、美方町が３人、これは１プラス１．９３になりますの

で、繰り上げて２ということで３人になります。それから村岡町さんが６人ですけれども、

１人プラス４．８５ということで、これも繰り上げて５人となり、１人と合わせて６人と

いうことです。それから、香住町の場合が１人プラス１０．２３ということで、これは０．

２３を切り捨てますので、１人プラス１０ということで１１人、合計２０人という計算に

なります。 

 

○石垣委員長 ただいま事務局の方から説明がございました。この数字でいきますと、前

回の計算ではなかったんですけども、１増１減というような数字になったなというふうな

思いをしております。御意見ございましたら、どうぞ出してください。 

 柴崎委員、どうぞ。 

 

○柴崎委員 香住の柴崎でございます。今、事務局案を出していただきまして、私も前回

の小委員会のときに提案をさせていただいたのと、結果的に同じことになったなというふ

うに感じております。いろんな角度から考えた結果、そういうふうに私も意見として申し

上げたんですが、今の事務局案が適正だなと。しかも、その判断基準というものを、先程

の事例のところを適用した結果そういうふうにもなりますし、説明の仕方も説明しやすい、

理屈が通っているなというふうに思いますので、先程の案に賛成をいたします。以上です。 

 

○石垣委員長 選挙区ごとの定数配分について、ただいま柴崎委員からの発言もございま

した。それ以外、他の方で御発言ございますか。 

 どうぞ、井上委員。 

 

○井上（一）委員 今の線でもかなりいい線を行っておると思いますが、ここの一番基礎

になります１人という部分を２人にしていただきたいなというのが私の言い分です。 
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○石垣委員長 中村委員、どうぞ。 

 

○中村（治）委員 美方町の中村でございます。皆さんに理解していただけるかいただけ

ないかは別にしまして、１つの考え方としては、井上委員のおっしゃったように、各町に

２人を割り当て、残りの１４を人口割で分けていくと。これも１つの考え方ではないかと。

これをやりますと、実は１０、６、４になるわけなんです、はっきり言って。だからこの

辺は皆さんが理解していただける、いただけないは別にして、１つの提起として支持をさ

せていただきたいと思います。 

 

○石垣委員長 美方のお二人の委員から均等割といいますか、それぞれの配分を２にした

場合の発言がございました。それ以外の方の御意見。全体の２０というのはもう確認して

おりますので、減るとこと増えるとこということで、お互いに利害関係が出てこようと思

います。御意見ございましたら、どうぞ。 

 伊藤委員、どうぞ。 

 

○伊藤委員 香住町の伊藤でございます。今、中選挙区制を引いたわけなんですけれども、

私も本来一番理想としては新町、これは１つの町であり、議員さんは全町の公共の利益を

考えて、全体の利益を考えて議会に臨んでもらう。そういう面からいったら、大選挙区と

いうんですか、大選挙区と、そして１票の重み、選挙する人が全部こちらの方では、美方

の方では、美方と香住とを比べたら香住の票の値打ちが少ないというような格好で、それ

でも、今、プラス１というような格好で３、６、１１という線が出てきておる状態です。

これもひとつプラス２から出発するとなると、なかなかこれは説得できないというか、私

自身も１票の重みにこれだけ差が出てくること自身、危惧する状態ですから、最大考えら

れるところが今の１プラス、その辺が限界というふうに私思います。以上です。 

 

○石垣委員長 柴崎委員、どうぞ。 

 

○柴崎委員 衆議院ではいろいろ問題になっていますが、地方では、基本的に地方自治法

の精神というのは、１票の重さというのは平等であるべきだというのが原則だと思います。

従って、先程特例がありましたけれども、これも１期ということで限られておるわけです。
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これは同じ人間が持ってる権利を差をつけちゃいかんというのが、当然のことだろうと思

います。そこで、今、井上さんおっしゃったようなことを香住町に具体的に数字を上げて

みますと、香住の場合、ざっと人口割にすると１０人にすると１，４００人になるわけで

す、議員１人当たり。美方町の場合は６６０人ということになるわけです。そうすると、

重みが香住町の場合は倍半分、２分の１以下になっちゃうわけですね。これは、私はやっ

ぱり許容範囲ははるかに超えてると。１１人の場合でも相当開きがあるんです。香住の場

合、１１人として１，２７２人、美方が８８０人、これでも相当な大きな開きがあります。

５０％の開きがあります。つまり、美方町の皆さんの１票の重さっていうのは１．５倍、

香住町の１票に比べるとあるわけでございます。これは本来あるべき姿じゃないわけであ

ります。特に１期だけに与えられた、先程も合意をいたしましたけれども、そういうこと

でございますから、これ以上格差を広げるということは、我々、香住町民の選挙民に対し

ては説明しようがないんですね、倍以上開くっていうことは。従って、気持ちわからない

でもないんですが、かなりの無理があるということでございます。この意見は、きょう２

人欠席をしておりますが、香住町の議員、全員一致しております。強くそのことを訴えて

いきたいと思います。このままでいっちゃいますと、ますます格差が広がっちゃうと、不

平等も甚だしいということでございます。 

 

○石垣委員長 それぞれ減るとこと増えるとことの立場で発言がございました。美方のお

二方も許されるならばというのが前提ですので、絶対これでなかったらいかんというふう

には私はとりませんでしたけど、そういうことでひとつ御理解いただけたらということで

す。 

 村岡の委員さん、どなたか御意見がありましたら。 

 小谷委員、どうぞ。 

 

○小谷委員 村岡町の小谷です。私はやはり先進事例を設けました、美方町３、村岡町６、

香住町１１っていう線がいいんじゃないかと思います。 

 

○石垣委員長 この問題は増えるとこと減るとことでそれぞれ意見もあると。前回の小委

員会では、選挙区がもしもなければ、設けられなかったら、美方の委員からゼロになる可

能性もあるなと。選挙区を設けていただくことによって、何とか美方からの議員も確保で
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きるし、ありがたいことだというような御意見も出たように私は記憶しておりますし、今

の１増１減の先進事例に基づいた数字ということで、皆さん、いかがでございましょうか。

この辺で、そういうことで御理解いただければ、理解する、せんというような問題ではな

かろうかと思いますけども、ここで整理するということで確認をするということで御意見

がなければそれでお願いしたいなというように思いますが、いかがでしょうか。（「なし」

と呼ぶ者あり） 

 それではもう、それで意見なしと、異議なしというような声もございますので、美方３、

村岡６、香住１１と、合計２０人になりますけども、選挙区ごとの定数配分、これで確認

ということでよろしいでしょうか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

 では、そういうことで一応確認とらせていただきます。 

 先程、委員の皆さんからいろいろと貴重な御意見もたくさん頂戴しました。その結果を

小委員会として、次のとおりまとめさせていただきたいと思います。 

 その１、合併の日から５０日以内に選挙とする。２、新町の議会の議員の定数は２０人

とする。３として、設置選挙に限り旧町の区域に選挙区を設ける。４、各選挙区の定数は

次のとおりとする。美方選挙区３人、村岡選挙区６人、香住選挙区１１人。 

 以上で確認ということにしたいと思います。よろしくお願いします。 

 この確認ということで御異議ございませんな。 

 異議の声もありませんので、協議第２号、議会の議員の任期等については、先程申し上

げましたことで確認することに決定いたしました。 

 以上で本日予定しておりました議題はすべて終了いたしました。 

 これをもちまして第６回議会の議員及び農業委員会の委員の任期等検討小委員会を閉会

といたします。御苦労さんでございました。 

 事務局の方でちょっと連絡をしていただきます。 

 

○藤原事務局長 長時間の御協議ありがとうございました。当小委員会のまとめがこれで

できたというふうに理解させていただいております。本日のまとめを次回、６月９日の協

議会に改めて御報告させていただいて、協議会での御承認をいただきたいというふうに考
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えておりますので、よろしくお願いいたします。以上でございます。 

 

○石垣委員長 それでは、一応、この小委員会、最後ということになりますので、一言お

礼を申し上げます。 

 委員の皆様方には何かといろいろな面で御意見も承り、また御協力もいただき、円満に

一応まとめることができましたことを厚く御礼を申し上げます。どうもありがとうござい

ました。 
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